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「
鵡む

か
わ川

」
は
北
海
道
勇ゆ

う
ふ
つ払

郡
占し

む
か
っ
ぷ冠

村
の
狩か

り
ふ
り振

岳
に
源
を
発
し
、
占
冠
村
と
、
む
か
わ
町
を

経
て
太
平
洋
に
注
ぐ
、
延
長
１
３
５
㎞
、
流
域
面
積
１
，２
７
０
㎢
の
一
級
河
川
で
す
（
図
１
）。

こ
の
河
川
で
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
た
め
、
魚
類
の
往
来
を
妨
げ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

堰え
ん
て
い堤

（
昭
和
36
年
設
置
）（
写
真
１
）
に
魚
道
を
設
置
す
る
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

官
民
協
働
で
サ
ク
ラ
マ
ス
を
守
る

北
海
道
森
林
管
理
局 

上
川
南
部
森
林
管
理
署

住
民
会
議
の
開
催

　
以
前
か
ら
地
元
住
民
の
中
に
は
、
鵡
川
に

設
置
し
て
い
る
落
差
工
に
よ
る
治
山
堰
堤
が

魚
類
の
遡
上
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
住
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
27

年
に
は
、
住
民
自
ら
が
落
差
工
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
鵡
川
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
り
、
地
域
の
自
然

資
源
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を
話
し
合

う
場
と
し
て「
鵡
川
の
落
差
工
を
考
え
る
住
民

会
議
」（
以
下「
住
民
会
議
」）
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　上川南部森林管理署は、北海道のほぼ中央に位置
し、石狩山地、夕張山地および日高山脈に接する広
大な山岳地域を管轄しています。水系は空知川と鵡
川に分かれており、それぞれの源流部となっています。
　管内の国有林は、富良野市、上富良野町、南富良
野町、占冠村の１市２町１村に広がっており、面積
は113千 haで、管内市町村の52％を国有林が占
めています。
　十勝岳、芦別岳、夕張岳などの雄大な山々が多く、
十勝岳周辺は大雪山国立公園に指定されています。
また、エゾマツ ･トドマツの北方系常緑針葉樹をはじめとする多様な森
林群落が分布していることから、「森林生態系保護地域」や「緑の回廊」
を設定して自然環境や生態系の保全に努めています。
　一方、観光資源としては北海道の絶景の一つとされている広大なラベ
ンダー畑などの景観や､ 国有林の「レクリエーションの森」にも設定さ
れている富良野スキー場、石勝高原トマムスキー場などもあり、四季を
通じ多くの観光客が訪れます。

取 組
国有林野事業の

図 1 鵡川位置図

管内概要

所 在 地 北海道空知郡南富良野町字幾寅

区 域 面 積 218,341ha
うち森林面積 169,996ha

うち国有林
113,226ha（このほかに北海
道森林管理局所管以外の国有林
面積2,886haがある）

管 轄 区 の
関係市町村

富良野市、上富良野町、南富良野
町、占冠村、中富良野町

基礎
データ

▲十勝岳連峰に属する上ホロ下ホロ
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住
民
会
議
で
は
、
治
山
施
設
の
施
設
管
理

者
（
上
川
南
部
森
林
管
理
署
）、
河
川
管
理
者

（
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
）、
占
冠
村
役
場

の
担
当
者
も
加
わ
り
、
落
差
工
が
あ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
考
察
、
そ
こ

に
生
息
す
る
魚
類
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
、
魚
道
を
設
置
す
る
場
合
の
種
類
や

構
造
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
平

成
27
年
６
月
か
ら
平
成
30
年
12
月
ま
で
に
７

回
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
当
初
、
住
民
会
議
で
落
差
工
は
「
取
り
壊

し
」
の
意
向
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
進
む
に
つ
れ
て
、
防
災
機
能

の
維
持
等
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
、
最
終
的
に
「
魚
道
の
設
置
」

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

魚
道
の
設
置
へ

　
遡
上
対
象
魚
を
サ
ク
ラ
マ
ス
と
し
、
魚
道

の
構
造
は
、
落
差
工
本
体
に
ス
リ
ッ
ト
を
設

け
る
も
の
や
全
体
的
に
切
り
下
げ
る
も
の
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
上
流
域
の
川
底
を
低
下

さ
せ
、
落
差
工
に
隣
接
し
て
い
る
鉄
道
の
鉄

橋
や
公
道
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
右
岸
側
を
回
り
込
む
よ
う
に
岩
盤

を
掘
削
し
魚
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
向
を
取
り
入
れ
、

魚
道
の
表
面
に
石
を
貼
る
練
石
組
み
（
写
真

３
）
で
作
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
剥
き
出
し
と
な
ら
な
い
自
然
景
観
に
配
慮

し
た
魚
道
と
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　
令
和
２
年
９
月
に
完
成
し
た
改
良
工
事
に

つ
い
て
、住
民
の
方
々
か
ら
は
「
魚
道
が
で
き
、

多
様
な
生
態
系
の
保
護
に
つ
な
が
る
」、「
官

民
が
連
携
し
、
住
民
の
声
を
反
映
し
た
地
域

づ
く
り
の
模
範
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
」

と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に

　
本
治
山
施
設
の
改
良
は
、
工
事
検
討
の
段

階
か
ら
問
題
意
識
を
も
つ
地
元
住
民
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
合

意
形
成
を
図
り
、
工
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
事
例
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、
地
元
住
民
の
方
々
の
河
川
や
魚
類
等
へ

の
関
心
・
愛
着
に
加
え
、
治
山
施
設
の
果
た

す
役
割
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
魚
類
の
遡
上
調
査
等
を
行
い
、

改
良
工
事
の
効
果
に
つ
い
て
地
元
の
皆
様
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
河
川
環
境
を
共
に

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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落差工によるコンクリート堰堤

住民会議 魚類調査

練石組工

改良工事完成後 岩盤を掘削して設置した魚道




